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よる（4）の 2つの分類枠をそれぞれ A 類・B 類と呼んで，古代語の分析に
適用する。
表 1では，A 類と B 類の相違点の一部を藤田（2000）から抜き出して整理
２ 古代語における引用表現「…と名づく」について
した。遂行動詞として使えるか，普通名詞を引用できるか，名詞以外を引用で


















表 1 藤田（2000 : 326-330）の指摘内容の一部




























































↘ ふ」も「名は／名をば…といふ」も A 類に属し，「名づけて…とす／といふ」の用
法は「…と名づく」と同様のようだが，これらの詳細については今後の課題とした
い。































古今和歌集 2 1 3
後拾遺和歌集 1 4 5
私撰集 古今和歌六帖 1 1 1 3




























四分律 1 2 3
願経四分律（小川本） 2 2
願経四分律（聖語蔵本） 4 4
成実論 405 4 36 445
金光明最勝王経 43 20 12 75
妙法蓮華経 1 1
金光明最勝王経註釈 4 4 1 9
大智度論 109 14 17 140
地蔵十輪経 93 19 112
大方廣仏華厳経 5 7 12
百法顕幽抄 126 6 7 139











































































































































































































































































































































































（1995）『うつほ物語 全 改訂版』おうふう ○私家集・私撰集・歌合類（1086年
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１７古代語における引用表現「…と名づく」について
